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第１０５回　月例会概要

　（１）事業概要報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「南海トラフ地震及び内陸型地震の影響と防災」

　　　　　　　神戸地方気象台

　　　　　　　　南海トラフ地震防災官　　伊藤　嘉記　氏

 

第１０６回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演 「外国船舶監督業務について」

　　　　　　　神戸運輸監理部　海上安全環境部

　　　　　　　　首席外国船舶監督官　　河西　守行　氏

第１０７回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「地球温暖化による気象災害と健康への影響」

　　　　　　　神戸海難防止研究会 副会長

　　　　　　　神戸大学・大島商船高等専門学校

　　　　　　　　名誉教授　　石田　廣史　氏

事　業　報　告

　和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査ビジュアル操船シミュレータ実験･

　大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究第１回検討会･･･

　神戸港整備事業に伴う船舶航行安全対策検討調査（基礎工事編）第１回委員会･･･

　大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の運航実態と海難防止に

　関する調査研究第２回委員会････････････････････････････････････････････････

　和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査検討部会･･････････････････････

　大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究第２回検討会･･･

和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査第２回委員会･･････････････････

大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の運航実態と海難防止に

関する調査研究第３回委員会････････････････････････････････････････････････

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究第２回委員会･･･
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会　務　報　告

第１０６回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

第１０７回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

第１０８回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

　第２０回　放置艇に関する一考･･･････････････････････････････････････････

　

事務日誌抄･･････････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ･････････････････････････････････････････････････････････････････････

　・会員名簿の訂正について

お詫びと訂正･･･････････････････････････････････････････････････････････
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第１０５回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和6年2月１日（木）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　５０名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　神戸地方気象台　南海トラフ地震防災官　伊藤 嘉記氏により「南海トラフ地

　　　　震及び内陸型地震の影響と防災」と題し、講演が行われた。



≪第１０５回月例会講演資料≫
　　

海海トラフ地震及び内陸型地震の影響と防災
　　　　 　

　　
 

講師　神戸地方気象台　　　　　　　　　　　　

 南海トラフ地震防災官　伊　藤　嘉　記 氏
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第１０６回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和６年２月２６日（月）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２５名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　神戸運輸監理部 海上安全環境部 首席外国船舶監督官　河西 守行氏により

　　　「外国船舶監督業務について」と題し、講演が行われた。
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≪第１０６回月例会講演資料≫

外国船舶監督業務について
　　　　 

　　
 

講師　神戸運輸監理部　海上安全環境部　　　　 

　　　　　　　　　首席外国船舶監督官　河　西　守　行 氏



－15－



－16－



－17－



－18－



－19－



－20－

第１０７回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和６年３月２８日（木）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３４名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　神戸海難防止研究会 副会長、神戸大学 名誉教授、大島商船高等専門学校 名

　　　　誉教授　石田 廣史氏により「地球温暖化による気象災害と健康への影響」と題

　　　　し、講演が行われた。
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≪第１０７回月例会講演資料≫

地球温暖化による気象災害と健康への影響
　　　　 

　　
 

　　講師　神戸海難防止研究会副会長 神戸大学・大島商船高等専門学校
　　

　　　　　　　　　　　名誉教授　石　田　廣　史 氏
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事 業 報 告
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和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

ビジュアル操船シミュレータ実験

１　日　　　時　　令和６年１月１１日（木）１０：００～１６：３０

２　場　　　所　　神戸シミュレーションセンター

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　シミュレータ実験実施内容（予定表）

 　　　　１０：００　　　　　　　 集合

 　　　　１０：００～１０：３５　挨拶、実験実施要領等説明

 　　　　１０：３５～１１：１０　ｹｰｽ1（入港）

 　　　　１１：１０～１１：３５　ミーティング

 　　　　１１：３５～１２：１５　ｹｰｽ2（入港）

 　　　　１２：１５～１２：２５　ミーティング

 　　　　１２：２５～１２：４０　ｹｰｽ5（出港）

 　　　　１２：４０～１３：３５　ミーティング・昼食

 　　　　１３：３５～１４：１０　ｹｰｽ3（入港）

 　　　　１４：１０～１４：３５　ミーティング

 　　　　１４：３５～１４：５０　ｹｰｽ6（出港）

 　　　　１４：５０～１５：００　ミーティング

 　　　　１５：００～１５：２０　ｹｰｽ7（入船左舷着からの出港）

 　　　　１５：２０～１５：５５　ミーティング

 　　　　１５：５５～１６：２０　ｹｰｽ4（入港）

 　　　　１６：２０～１６：４０　総合ミーティング

 　　　　１６：４０　　　　　　　 解散
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、※：常任調査研究委員）

部　会　長　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

委　　　員　　岩　瀬 潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渡　邉　浩　章　　和歌山下津水先区水先人会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　髙木　立　水先人)

　　〃　　　　朝　藤 健　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　郡　　　憲　二　　南海フェリー(株)取締役管理部長

操　船　者　  畑　　　辰　幸　　和歌山下津水先区水先人会副会長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上原　干城　航行安全課専門官)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　澤埜　光弘　海務第二係長)

　　〃　　　　山　下　雄一郎　　和歌山海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　坂本　敬司　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　辻口　貴洋　航行安全係長)

委　託　者　（和歌山県県土整備部）

　　〃　　　　入　口　博　文　　港湾空港局港湾空港振興課振興企画班班長

　　〃　　　　藤　本　修　平　　　　〃　　　　　〃　　　振興企画班副主査

　　〃　　　　芝　　　康　洋　　　　〃　　港湾漁港整備課主任

　　〃　　　　佐　藤　和　也　　和歌山下津港湾事務所主事

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃　　　　　　事業部長代理

　　〃　　　　原　　　大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　島　津　雅　納　　　　　　〃　　　神戸支店長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　　　　　〃　　　神戸支店シニアコンサルタント



－35－

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

第１回検討会

１　日　　　時　　令和６年１月２４日（水）１３：３０～１５：１０

２　場　　　所　　Web会議 及び 神戸海難防止研究会会議室

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）海難の分析結果について

　　（２）ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析結果について

　　（３）動運航に関する既往研究、実証実験の成果整理結果について

５　資　　　料

　　（１）検討資料検１－１　海難の分析結果（案）

　　（２）検討資料検１－２　ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析結果（案）

　　（３）検討資料検１－３　自動運航に関する既往研究の成果整理結果（案）

　　（４）参考資料　大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

　　　　　　　　　　第１回委員会指摘事項対応一覧

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進めら

　　れた。

以　上
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤 明　　海上保安大学校名誉教授※

委　　　員　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海事教育機構教授※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授※

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　猪野　杏樹　助教)

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長※

　　〃　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員　

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大橋　健　航行安全課長)

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上野　明生　次長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東      繁  樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　家　永 薫　　兵庫県土木部港湾課長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之                〃          上席研究員

　　〃　　　　渡　川 明                〃          研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇                〃          部長代理

　　〃　　　　原      大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント

Ｗ
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神戸港整備事業に伴う船舶航行安全対策検討調査（基礎工事編）

第１回委員会

１　日　　　時　　令和６年１月31日（水）１4：0０～１6：2０

２　場　　　所　　神戸地方合同庁舎　１階　第４共用会議室

            (Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）施工計画の概要について

　　（３）神戸港の航行環境について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 施工計画の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 神戸港の航行環境（案）

　　（４）参考資料委１－１ 神戸港における船舶航行安全対策検討調査報告書(令和3年1月)

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の神戸港湾事務所 所長 中本 隆 様より挨拶が行われた。

      事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、古莊 雅生 委員 

　　が委員長に選任され、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　

抜粋
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　石　黒　一　彦　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

                                (代理　井筒　毅　副会長 ※)

　　〃　　　　宮　川　敏　征　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　村　岡 博　　三菱重工業(株)神戸艦船製造部船渠長 ※

　　〃　　　　芝　本 明　　川崎重工業(株)神戸造船工場船渠長 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

                                (代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

                                (代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

                                (代理　阪本　克己　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　神戸起重機船協会会長

                                (代理　福元　智也　担当委員)

　　〃　　　　笹　井 徹　　協同組合神戸タグ協会理事長

                                (同席　森本　卓司　事務局長)

　　〃　　　　若　松　康　裕　　兵庫県倉庫協会会長

                                (代理　小野塚　勉　専務理事)

　　〃　　　　須　藤　明　彦　　神戸海運貨物取扱業組合理事長

　　〃　　　　前　田　修　武　　神戸サイロ協議会事務局幹事

　　〃　　　　上　村 良　　全国内航タンカー海運組合関西支部事務局長

　　〃　　　　浦      隆  幸　　全日本海員組合関西地方支部長

　　〃　　　　吉　岡　幸　治　　神戸港湾労働組合協議会議長

　　〃　　　　山　下　裕　久　　ジャンボフェリー(株)運航管理者

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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委　　　員　　成　尾　和　也　　宮崎カーフェリー(株)運航管理者

                                (同席　角田　和也　副運航管理者)

　　〃　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

                                (同席　田川　元嗣　航行安全課専門官)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

                                (同席　村本　亘　航行安全課長)

                                (同席　野原　淳紀　航行安全課第二海務係)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

                                (代理　壷内　孝司　運用管制課長)

　　〃　　　　古土井 健　　近畿地方整備局港湾空港部長

                                (代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

                                (同席　福田　恵太　技術企画官室課長補佐)

　　〃　　　　馬　谷　正　樹　　神戸運輸監理部海事振興部長

　　〃　　　　松　木　隆　一　　神戸市港湾局副局長

                                (代理　香川　昌広　港湾計画課長)

オブザーバー　　藤　田　利　明　　シェルルブリカンツジャパン(株)神戸事業所業務チーム担当

　　〃　　　　寺　田　輝　重　　ＥＮＥＯＳ(株)神戸油槽所長

　　〃　　　　山　下　武　常　　中谷エネテック(株)所長（ENEOS(株)神戸油槽所受託会社）

　　〃　　　　泉　　　正　也　　セントラル・タンクターミナル(株)神戸事業所SDｸﾞﾙｰﾌﾟ長

　　〃　　　　内　田 宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　生　野 亮　　　　　　　〃　　　神戸港グループリーダー

委　託　者　　中　本 隆　　近畿地方整備局 神戸港湾事務所所長

　　〃　　　　中　川　耕　三　　　　　　　　 〃　　　　　　　副所長

　　〃　　　　山　田　和　夫　　　　　　　　 〃　　　　　　　第一工務課長

　　〃　　　　藤　倉　永　大　　　　　　　　 〃　　　　　　　先任建設管理官

　　〃　　　　大　橋　幸一郎　　　　　　　　 〃　　　　　　　建設管理官

　　〃　　　　堀　田　大　幹　　　　　　　　 〃　　　　　　　技官

　　〃　　　　有　松 勇　　　　　　　　 〃　　　　　　　技官

関係事業者　　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　浦　尾　賢　一　　大阪湾岸道路整備推進室建設専門官

関係事業者　　（阪神高速道路(株)建設事業本部神戸建設部）

　　〃　　　　篠　原　聖　二　　湾岸西伸第一建設事業所課長代理

　　〃　　　　八　木　博　嗣　　企画課課長代理

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

リーダー
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事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃            上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃            事業部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃            総務部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃            事業部長代理

Ｗ
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大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の

運航実態と海難防止に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和６年２月９日（金）１４：００～１６：１５

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　5階　504～505号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）船海難の分析結果について

　　（２）ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析結果について

　　（３）新たに運航される水上アクセスが現状の船舶交通流に及ぼすリスクの評価結果について

　　（４）課題の抽出について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１　海難の分析及びAISデータ解析結果（案）

　　（２）検討資料委２－２　聞き取り調査結果（案）

　　（３）検討資料委２－３　新たに運航される水上アクセスが現状の船舶交通流に及ぼす

　　　　　　　　　　　　　　リスクの評価結果（案）

　　（４）検討資料委１－４　航行安全上の課題の抽出（案）

　　（５）参考資料　大阪港入出港マニュアル　抜粋

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、松本 宏之 委員長により議事が進め

　　られた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略　　　　　：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　宮　川　敏　征　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　 (代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大橋　健　航行安全課長)

　　〃　　　  伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　  安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上野　明生　次長)

　　〃　　　　古土井 健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　宮　下　明　子　　大阪港湾局計画整備部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　担当係長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　水口　将宏　海務係)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　　森　本　昌　伸　　神戸市港湾局海務課長

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川 明                〃          研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇                〃          部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥                〃          　　　　　　　　　　研究員
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和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

検討部会

１　日　　　時　　令和６年２月２２日（木）１４：００～１５：２０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸　２階　バレンシアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）ビジュアル操船シミュレータ実験実施結果について

　　（２）航行安全性の検討について

５　資　　　料

　　（１）検討資料部１－１　ビジュアル操船シミュレータ実験実施結果（案)

　　（２）検討資料部１－２　航行安全性の検討（案）

　　（３）検討資料部１－参考　参考資料 台風対策等（案）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、渕 真輝 部会長より議事が進めら

　　れた。

以　上　



別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

部　会　長　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

委　　　員　　岩　瀬 潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渡　邉　浩　章　　和歌山下津水先区水先人会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　畑　辰幸　副会長)

　　〃　　　　朝　藤 健　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　郡　　　憲　二　　南海フェリー(株)取締役管理部長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　土居　健治　企画調整官)

　　〃　　　　山　下　雄一郎　　和歌山海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　坂本　敬司　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　辻口　貴洋　航行安全係長)

委　託　者　　（和歌山県県土整備部）

　　〃　　　　入　口　博　文　　港湾空港局港湾空港振興課振興企画班班長

　　〃　　　　田　原　俊　嗣　　　　〃　　港湾漁港整備課港湾整備班班長

　　〃　　　　芝　　　康　洋　　　　〃　　　　　〃　　　港湾整備班主任

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川 明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃　　　　　　事業部長代理

　　〃　　　　島　津　雅　納　　(株)日本海洋科学神戸支店長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　　　　〃　　　　神戸支店シニアコンサルタント

－46－

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

第２回検討会

１　日　　　時　　令和６年３月５日（火）１３：３０～１４：４０

２　場　　　所　　Web会議 及び 神戸海難防止研究会会議室

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）漁業操業に関する留意事項について

　　（２）マリンレジャーに関する留意事項について

　　（３）海難の分析結果　追加分析について

　　（４）課題に関する評価について

５　資　　　料

　　（１）検討資料検２－１　漁業操業に関する留意事項、マリンレジャーに関する留意事項、

　　　　　　　　　　　　　　海難の分析結果　追加分析（案）

　　（２）検討資料検２－２　課題に関する評価一覧（案）

　　 席上配布資料

　　　　　検討資料検２－１　漁業操業に関する留意事項、マリンレジャーに関する留意事項、          

　　　　　　　　　　　　　　海難の分析結果　追加分析（案）　P16 差替

６　議　　　事

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進められ     

     た。

以　上　



別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　  長　澤 明　　海上保安大学校名誉教授※

委      員　  山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海事教育機構教授※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授※

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長※

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　高垣　政治　副会長)

　　〃　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員　

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　  上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上野　明生　次長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東      繁  樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長
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関係官公庁　　家　永　　　薫　　兵庫県土木部港湾課長

                                (代理　三木　大陸　副課長)

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明             〃             研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇             〃             部長代理

　　〃　　　　原      大  地　　㈱日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　㈱日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント

Ｗ

Ｗ



和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

第２回委員会

１　日　　　時　　令和６年３月１１日（月）１４：００～１６：２５

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 ５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要について

　　（２）検討部会の結果報告について

　　（３）ビジュアル操船シミュレータ実験実施結果について

　　（４）航行安全性の検討について

　　（５）航行安全対策について

　　（６）報告書構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１　第１回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２　ビジュアル操船シミュレータ実験実施結果（案）

　　（３）検討資料委２－３　航行安全性の検討（案）

　　（４）検討資料委２－４　航行安全対策（案）

　　（５）検討資料委２－５　報告書構成（案）

　　（６）参考資料委２－１　第１回委員会における主な指摘事項及びその対応

　　（７）参考資料委２－２　参考資料 台風対策等

６　議　　　事

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進められ

　　た。閉会にあたり岩瀬 潔 委員長より挨拶が行われた後、委託者の和歌山県 県土整備部港 

　　湾空港局長 花田 祥一 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正するこ

　　とを前提に了承された。

以　上　

－50－
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬 潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　渡　邉　浩　章　　和歌山下津水先区水先人会会長

　　〃　　　　朝　藤 健　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　郡　　　憲　二　　南海フェリー(株)取締役管理部長

　　〃　　　　小　林　道　明　　和歌山県海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　平　野　眞　幸　　和歌山港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　太　田　豊　隆　　(公社)関西小型船安全協会和歌山県支部長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　土居　健治　企画調整官)

　　〃　　　　山　下　雄一郎　　和歌山海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　坂本　敬司　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　辻口　貴洋　航行安全係長)

　　〃　　　　片　岡　輝　行　　近畿地方整備局和歌山港湾事務所長

　　〃　　　　小　森　成　人　　近畿運輸局和歌山運輸支局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　岡本　広正　首席運航労務監理官)

委　託　者　　（和歌山県県土整備部）

　　〃　　　　花　田　祥　一　　港湾空港局長

　　〃　　　　入　口　博　文　　港湾空港局港湾空港振興課振興企画班班長

　　〃　　　　米　地 淳　　港湾空港局港湾漁港整備課課長

　　〃　　　　山　本　博　信　　　　　　　〃　　　　　　副課長

　　〃　　　　田　原　俊　嗣　　　　　　　〃　　　　　　港湾整備班班長

　　〃　　　　芝      康  洋　　　　　　　〃　　　　　　港湾整備班主任

　　〃　　　　橋　本　勇　人　　和歌山下津港湾事務所長

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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Ｗ
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事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川 明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃　　　　　　事業部長代理

　　〃　　　　原　　　大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　島　津　雅　納　　　　　〃　　　　神戸支店長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　　　　〃　　　　神戸支店シニアコンサルタント

Ｗ

Ｗ
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大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の

運航実態と海難防止に関する調査研究

第３回委員会

１　日　　　時　　令和６年３月2１日（月）１3：3０～１４：４０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　5階　502～503号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）船舶運航上の留意点について

　　（２）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委３－１　船舶運航上の留意点（案）

　　（２)  検討資料委３－２　報告書構成（案）

　　（３）席上配布資料　第2回委員会資料修正一覧

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、松本 宏之 委員長により議事が進め 

　　られた。委員会審議終了後、神戸海難防止研究会 大泉 会長が挨拶を行った。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　



別　　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長※

　　〃　　　　宮　川　敏　征　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　 (代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　岸原　司　航行安全課長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　壷内　孝司　運用管制課長)

　　〃　　　　古土井　　　健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中司　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　宮　下　明　子　　大阪港湾局計画整備部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　担当係長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　水口　将宏　海務係)

　　〃　　　　森　本　昌　伸　　神戸市港湾局海務課長
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事　務　局　　大　泉 勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男　　　　　　　〃　　　　　　専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　渡　川 明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃　　　　　　部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　研究員



－56－

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和６年３月2６日（火）１４：００～１４：３５

２　場　　　所　　ラッセホール　５階　サンフラワーの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）課題に関する評価一覧について

　　（２）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１　自動運航船の課題に関する評価一覧（案）Ⅱ

　　（２)  検討資料委２－２　報告書の構成（案）

　　（３）参考資料委２－１　マリンレジャー（ＳＵＰ、ボードセイリング）活動拠点一覧

　　（４）参考資料委２－２　審議経過概要

　　（５）参考資料委２－３　自動運航船の課題に関する評価一覧（第２回検討会資料）

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進められ

　　た。委員会審議終了後、神戸海難防止研究会 大泉 会長が挨拶を行った。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正するこ

　　とを前提に了承された。

以　上　
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別　　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤 明　　海上保安大学校名誉教授※

委　　　員　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海事教育機構教授※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授※

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長※

　　〃　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長※

　　〃　　　　富　山 茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員　

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　壷内　孝司　運用管制課長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長
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関係官公庁　　家　永 薫　　兵庫県土木部港湾課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　三木　大陸　副課長)

事　務　局　　大　泉 勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男　　　　　　　〃　　　　　　専務理事

　　〃　　　　渡　川 明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇　　　　　　　〃　　　　　　部長代理

　　〃　　　　原　　　大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント

　　

Ｗ

Ｗ
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第１０６回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年１月１７日（水）１２:００～１２:５０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃 　　　　梯　　　浩　之　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について説明があった。特に意見等は

　　なく承認された。議題（２）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日につ

　　いて奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議 長
代 表 理 事
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第１０７回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年２月２１日（水）１２:００～１２:５０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃 　　　　梯　　　浩　之　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山 茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について説明があった。特に意見等は

　　なく承認された。議題（２）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日につ

　　いて奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議 長
代 表 理 事
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第１０８回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年３月１３日（水）１２:００～１２:４５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　 〃 　　　　梯　　　浩　之　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和６年度常任調査研究委員の委嘱について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　常任委員名簿

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和6年度常任調

　　査研究委員の委嘱について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）そ

　　の他について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明

　　があった。

以　上　

議 長
代 表 理 事
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第２０回　放置艇に関する一考
　

海上保安大学校名誉教授 　 

神戸大学客員教授　　　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　自動車を購入した際には車庫証明書（自動車保管場所証明書）取得が義務づけられている

が、これは自動車の保管場所の確保等に関する法律（通称車庫法）に基づいた手続きであり、

怠ると原則として自動車登録ができないために車を使用できないことになる。一方、小型船

舶とりわけプレジャーボートについては、係留や保管の場所確保の制度が未整備なので、自

動車のような車庫証明がなくても販売店から比較的容易に購入が可能であり、結果としてマ

リーナなどに整然と保管されることなく、地先水面に無秩序に係留される場合もある。これ

らは通称放置艇といわれているが、放置艇とは、港湾、河川、漁港などに継続的に係留等が

行われている船舶のうち、水域管理者が認めた区域以外の場所に不正に係留されている船舶

などをいい、沈船化や不法投棄等に環境破壊、係留場所の私物化、艇の流出による航行障害

や公共施設の破損、漁業活動の障害、その他のトラブルが懸念されている。

　国土交通省の統計によれば、わが国のプレジャーボートの保有隻数は、平成11年度の約34

万隻をピークとして、令和4年度には半分以下の約15万隻まで減少しているが、国土交通省

と水産庁が実施した「令和4年度プレジャーボート全国実態調査」によると、プレジャーボ

ート総隻数（確認艇）が144,796隻であるのに対して、放置艇が56,104隻もあり、放置艇率

は38.7％にもなる。平成14年度の調査結果では、プレジャーボート総隻数約227,000隻に対

して放置艇が約134,000隻（放置艇率は約59％）だったので、少しは改善されているものの、

この調査は港湾区域、河川区域、漁港区域の三水域に限られているので、実際の放置艇の数

はもっと多いと思われる。ちなみに全国ワーストの県は広島県で、放置艇の数が8,359隻

（放置艇率は62.7％）であったが、平成8年の調査結果では放置艇が約17,000隻（放置艇率

は約89％）も確認されていたので、徐々にではあるが放置艇対策の成果は出ている。

　放置艇が社会問題化して以降、無秩序な状態を解消する方策が検討されたが、そもそも既

存の法が想定してこなかった事象であったため、例えば、強制的に撤去するとか、罰則をか

けるとかといったドラスティックな手段をただちに行使するという状況にはなかった。すな

わち少々遠回りするような対策ではあるが、国や都道府県などが取り組んだのは、まずはプ

レジャーボートの収容能力を向上させるために、ボートパークやプレジャーボートスポット、

フィッシャリーナ等の係留施設を整備することであった。これは既存のマリーナなどの収容

能力をはるかに超えるプレジャーボートがすでに存在していたことへの現実的対応ではある

が、クラブ組織で紳士淑女的に活動する欧米と比べるにつけ、わが国の急速な海洋レジャー

の大衆化の弊害が如実に露呈したものといえるのではなかろうか。なお、フィッシャリーナ

とはFishとArenaを組み合わせた造語で、漁業と海洋性レクリエーションの共存と地域活性

船 舶 交 通 随 感
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化を図ることを目的としたものである。

　このようにハード面が整備された後、地域レベルで放置艇を施設に誘導する方策が取ら

れるのであるが、係留・保管には金銭的費用などが伴うために、利便性の問題も含め、必

ずしも放置艇所有者に歓迎されるものではなかったようである。そこで行政機関は誘導と

規制をセットにして、法律や条例に基づく放置等禁止区域や重点撤去区域を指定し、放置

艇を港湾等から排除する措置を講じた。この段階で、移動しない放置艇の所有者に対して

は、指導や取締りを実施し、場合によっては罰則を科すこともあり、また行政代執行（所

有者に代わり行政が放置艇を撤去する）が行われることもある。ちなみに、神戸港では平

成26年12月に放置艇対策事業初の行政代執行が行なわれている。

　しかしながら行政代執行には問題点があり、行政が一時的に金銭負担をした後に所有者

がいなくなると、肩代わりした費用が徴収できなくなってしまう。神戸港でも平成27年に

小型船舶3隻に対して行政代執行を実施して費用を請求したが、翌年に原因者が死亡し、親

族らも相続放棄したために、宙に浮いた状態となってしまった。また行政代執行は所有者

が不明の場合には、撤去を命令する相手がいないので手続きを進めることができない。陸

上でもナンバープレートを外して放棄された自動車が社会問題化しているが、プレジャー

ボートも廃棄処分の費用惜しさに船舶番号などを隠して所有者がわからないようにしてい

る悪質な事例もある。

　このような所有者が不明の放置艇に対しては簡易代執行という手続きがあるが、放置艇

の所有権が行政側に帰属した後に行政自らが廃棄処分を行うので、事前に財政的負担の問

題を解決しておかなければならない。神戸港でも平成28年度末までに9隻の放置艇の簡易代

執行が実施されているが、1隻あたり少なくとも数十万円かかるといわれているので、個人

所有物だった船舶の廃棄費用を税金で賄うことは残念でならない。なお、この簡易代執行

の法的根拠は港湾の秩序ある整備や適正な運営を図ることを目的とした港湾法に規定され

ているが、例えば神戸港において沈廃船となった放置艇があった場合、そして神戸市民の

健全で快適な環境を確保するために制定された「神戸市民の環境をまもる条例」の対象に

なるのであれば、この環境条例に基づく廃棄物として処分することができる。

　ところで地道な施策が効を奏し、平成28年には神戸港内から放置艇が消えており、関係

するトラブルの問題解決に至ったが、実は副次的にプレジャーボートを管理することによ

る安全上の大きなメリットがある。すなわちプレジャーボートの活動形態は一匹狼的なも

のがほとんどで、氏名や住所の特定が困難であるといわれており、例えば講習会などの案

内が届かないために、有益な情報や安全意識の啓もう活動に触れる機会が少なかった。も

ちろん5年に一度の操縦免許証の更新時にも講習は受けているが、マリーナなどでの所有者

の組織化は、地域の特性を加味したきめ細かな安全情報や海事知識などに触れる機会を増

やすので、活動海域での商船や漁船などとの関係において、より良い航行安全環境が実現

できると思われる。いずれにせよプレジャーボートに関しては、まずは根源にある所有者

責任の醸成と船乗りとしての自覚に期待したい。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ６．１．１～Ｒ６．３．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所
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　1.24
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神戸シミュレーションセンター

商船三井ビル会議室

神戸海難防止研究会会議室

神戸地方合同庁舎

神戸市中央文化センター

三宮コンベンションセンター

商船三井ビル会議室

アリストンホテル神戸

神戸市中央文化センター

神戸海難防止研究会会議室

アリストンホテル神戸

商船三井ビル会議室

三宮コンベンションセンター

ラッセホール

神戸市中央文化センター

和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

ビジュアル操船シミュレータ実験

第106回業務運営会議

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に

関する調査研究　第1回検討会

神戸港海上工事に伴う船舶航行安全対策検討調査

（基礎工事編）第1回委員会

第105回月例会

大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡

船の運航実態と海難防止に関する調査研究　

第2回委員会

第107回業務運営会議

和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

検討部会

第106回月例会

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に

関する調査研究　第2回検討会

和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

第2回委員会

第108回業務運営会議

大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡

船の運航実態と海難防止に関する調査研究　

第3回委員会

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に

関する調査研究　第2回委員会

第107回月例会
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